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初心者手話講習会………………………３面

自宅に小鳥を呼ぶ
ビオトープづくり………………………４面

４月から　市の組織を改編……………２面

みんなの公園に
あなたが育てる

市内には平成28年４月現在、市立公園、都立公園など合わせて311
の公園があり、面積は東京ドーム約16個分（約77万平方㍍）にのぼ
ります。一方、限られた財源や体制で、たくさんの公園を今後どのよ
うに維持していくかが課題となっています。
そうしたことから、市ではより多くの人に愛着をもってもらいなが
ら、公園を守り育てる公園アダプト（里親）制度をつくりました。
身近な公園を、皆さんで育ててみませんか。

私も里親です

平成23年に東日本大震災で被災
した犬の里親になり、犬と散歩を
する時に合わせて公園ボランティ
ア活動を始めました。
多年草や球根を植栽して、１年中何かしら咲いているように工夫してい
ます。冬から春にかけては水仙などが、これからの季節はあじさい以外
にも、あやめ、花しょうぶ、はす、かきつばた、すいれんなどが見頃を
迎えます。
公園の里親制度と聞いた時は、感覚がつかめませんでした。でも、活動
して考えてみたら、犬を見守って育てることと同じで、公園の里親にな
ったと思えるようになりました。

グループの活動を始めてから今年で20年になります。参加者は小学校
のPTA連合会の役員で知り合ったことをきっかけに集まりました。子ど
もの卒業で親同士の絆がなくなるのはもったいないという声と、中心メ
ンバーの声掛けもあって里山保全活動を始めました。
森林から出る間伐材を生かそうと、緑の募金（国土緑化推進機構）の支
援を受けて、間伐材でベンチを作り、平成14年に中央公園に寄贈しまし
た。その後もベンチの補修やペンキ塗り、清掃などを続けています。

市からは、自分たちができる範囲で公園ボランティア活動を
してくださいと説明を受けているので、私たちも安心して活
動できます。
会社を退職してからも、こうした活動などで社会に参加でき
ることが生きがいにもなっています。

公園の維持や緑化など、アダプト制度の活動に
興味がある方は、お問い合わせください。
対　象　市内在住・在勤・在学の３人以上で構
成する団体
問合せ　水と緑と公園課☎042（346）9556

登録団体を募集
公園アダプト制度

アダプトとは養子縁組という意味で、公園アダ
プト制度とは、公園の里親となって、市立公園
の面倒をみていただき、市がその活動を支援す
る制度です。
現在５つの団体、45人が参加しています。

登録団体には、清掃や除草などに必要な道具や
活動中に身につける腕章を貸し出します。ま
た、市がボランティア保険を契約します。公園
内などには登録団体に関する看板などを設置し
て周知しますので、安心して活動できます。

公園の里親に
社会参加が、生きがいに
 森  林 を楽しむ会　牛込晴三千さん
も り

被災した犬の里親がきっかけで
アジサイ公園ビオトープ　戸田彰さん


